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は
じ
め
に

　
「
提
案
募
集
方
式
」に
よ
る
地
方
分
権
改
革
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
創
設
5
年
目
を
迎
え
た
こ
の
提
案
募

集
方
式
の
内
容
や
実
例
等
を
ご
紹
介
し
、
全
国
各
市

に
お
け
る
活
用
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
説

明
し
た
い
。

　

提
案
募
集
方
式
に
よ
る
地
方
分
権
改
革
と
は

　

地
方
分
権
改
革
は
、
国
が
設
置
し
た
委
員
会
の
勧

告
に
対
す
る
対
応
が
お
お
む
ね
一
巡
し
た
こ
と
等
を

踏
ま
え
、
平
成
26
年
以
降
、
逆
に
地
方
か
ら
の
提
案

を
受
け
て
分
権
改
革
を
進
め
る
提
案
募
集
方
式
へ
と

転
換
し
た
。（
資
料
１
参
照
）

　

こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
等
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

充
実
の
観
点
等
か
ら
進
め
よ
う
と
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
国
の
制
度
や
運
用
が
支
障
と
な
っ
て
進
ま
な
い

場
合
…
例
え
ば
、
国
の
基
準
が
厳
格
す
ぎ
る
、
施
設
・

設
備
や
職
員
配
置
等
の
基
準
が
全
国
一
律
で
地
域
の

実
情
に
合
わ
な
い
、
人
口
減
少
や
新
技
術
等
の
今
日

的
課
題
に
つ
い
て
制
度
が
対
応
で
き
て
い
な
い
、
時

間
が
か
か
る
、
事
務
的
な
負
担
が
大
き
い
…
等
々
の

支
障
に
つ
い
て
、
内
閣
府
に
対
し
て
制
度
・
運
用

の
見
直
し
を
提
案
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。（
資
料
２

参
照
）

　

提
案
を
受
け
て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
の

下
、
内
閣
府
が
関
係
府
省
庁
と
調
整
を
行
い
、
見
直

し
に
取
り
組
む
。
解
決
手
法
は
、
権
限
移
譲
（
国

↓

地
方
、
都
道
府
県

↓

市
町
村
）
ま
た
は
国
か
ら
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
規
制
緩
和
等
（
義
務
付
け
・
枠

付
け
の
見
直
し
等
）
で
あ
る
。
従
前
と
異
な
り
、
法

律
の
み
な
ら
ず
政
省
令
か
ら
通
知
等
の
運
用
に
至

る
ま
で
対
象
と
す
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
か
ら
４
年
間
の
実
績

　

全
国
の
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
４
年
間
で
１
９
０
０

件
に
及
ぶ
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
対
す
る
政

地
方
の
提
案
で
国
の
制
度
が
変
わ
る

〜
提
案
募
集
方
式
に
よ
る
地
方
分
権
改
革
〜

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
次
長
　
大お

お
む
ら村

慎し
ん
い
ち一

視
点

資料１　地方分権改革のビジュアルイメージ
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府
の
対
応
割
合
は
年
々
上
昇
し
、
平
均
的
に
7
割
程

度
、
平
成
29
年
は
９
割
近
い
提
案
が
、
何
ら
か
の
形

で
実
現
・
対
応
さ
れ
て
い
る
（
※
内
閣
府
地
方
分
権

改
革
推
進
室
が
直
接
扱
っ
た
案
件
の
割
合
）。

　

政
策
分
野
は
、
医
療
・
福
祉
関
係
の
提
案
が
３
割

近
く
と
多
い
。
そ
の
他
、
農
業
・
農
地
、
産
業
振
興
、

土
地
利
用
、
土
木
・
建
築
、
環
境
・
衛
生
、
教
育
・

文
化
、
運
輸
・
交
通
、
消
防
・
防
災
・
安
全
、
雇
用
・

労
働
の
順
で
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

　

提
案
に
よ
る
成
果
の
具
体
的
な
事
例

　

こ
れ
ま
で
例
え
ば
福
祉
分
野
で
は
、
認
定
こ
ど
も

園
の
認
定
権
限
を
都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
に
移
譲

（
指
定
都
市
市
長
会
提
案
）し
、
さ
ら
に
中
核
市
ま
で

移
譲
す
る
対
応
方
針（
松
山
市
他
提
案
）と
し
た
。
ま

た
同
園
施
設
の
園
庭
、
遊
戯
室
の
設
置
基
準
を
見
直

す（
堺
市
、
兵
庫
県
他
提
案
）と
と
も
に
、
保
育
所
と

同
様
の
居
室
床
面
積
基
準
の
特
例
も
適
用
す
る
対
応

方
針（
大
阪
市
他
提
案
）と
し
て
い
る
。

　

農
業
・
農
地
分
野
で
は
、
農
地
転
用
許
可
権
限
を

国
か
ら
都
道
府
県
に
移
譲
す
る
と
と
も
に
、
希
望
す

る
市
町
村
に
都
道
府
県
と
同
様
の
権
限
を
移
譲
す
る

新
た
な
手
挙
げ
方
式（
一
定
の
要
件
で
国
が
指
定
）を

導
入
し
た
。
こ
の
結
果
、
転
用
許
可
手
続
き
に
要
す

る
期
間
が
、
諫
早
市
や
飯
田
市
で
約
４
割
短
縮
し

た
。（
地
方
３
団
体
等
提
案
）

　

土
地
利
用
分
野
で
は
、
工
場
の
緑
地
面
積
な
ど
に

よ
る
地
域
準
則
の
策
定
権
限
等
が
市
か
ら
さ
ら
に
町

村
ま
で
移
譲
さ
れ
、
地
域
の
周
辺
環
境
を
踏
ま
え
た

独
自
の
基
準
作
り
が
可
能
と
な
っ
た
。（
全
国
町
村

会
・
栃
木
県
提
案
）

　

土
木
・
建
築
分
野
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
の
立
地
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
に
基
づ
く
誘
導
が
可
能
と
な
る
見
直
し
を
行
っ

た
。（
福
井
市
提
案
）

　

雇
用
・
労
働
分
野
で
は
、
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
創
設
し
、
地
方
公
共
団
体
が
国
と
同
列
の
公
的
な

立
場
で
無
料
職
業
紹
介
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る

見
直
し
等
を
行
っ
た
。（
山
形
県
、
愛
知
県
他
提
案
）

こ
の
結
果
、
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
数
は
２
年
弱
で

３
割
以
上
増
加
し
、
国
を
上
回
る
７
０
８
カ
所
（
昨

年
11
月
末
）
と
な
っ
た
。
例
え
ば
昨
年
開
設
さ
れ
た

鳥
取
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
開
設
５
カ
月
で

９
３
８
７
件
の
相
談
が
あ
り
、
３
４
２
人
の
就
職
が

実
現
、
そ
の
う
ち
18
人
が
Ｕ
タ
ー
ン
者
と
い
う
実
績

を
上
げ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
自
動
車
運
送
事

業
者
の
貨
客
混
載（
鳥
取
県
）、
観
光
地
等
で
の
安
全

な
ド
ロ
ー
ン
利
用
の
確
保（
山
梨
県
町
村
会
）、
地
方

公
共
団
体
等
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の

円
滑
な
実
施（
兵
庫
県
）、
学
校
給
食
費
の
コ
ン
ビ
ニ

納
付
の
実
施（
横
浜
市
）、
災
害
時
に
お
け
る
放
置
車

両
の
移
動
権
限
の
付
与（
東
京
都
）等
々
、
数
多
く
の

提
案
が
実
現
・
対
応
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
３
参
照
）

　

提
案
募
集
方
式
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

こ
の
よ
う
に
提
案
募
集
方
式
を
通
じ
て
、
各
市
の

政
策
の
遂
行
上
、
支
障
と
な
る
国
の
制
度
・
運
用
を

見
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
提
案
の
過
程
で
、
職
員
の

意
識
改
革
・
研
修
効
果
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
豊
田
市
で
は
、
実
現
し
た
提
案
を
行
っ
た
職
員

を
幹
部
会
議
で
表
彰
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

資料２　「提案募集方式」（Ｈ26 ～）の概要・特色
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市
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
導
入
当
初
は
、
都
道
府
県
の
提
案
数

が
多
か
っ
た
が
、
市
区
町
村
の
提
案
は
年
々
増
え
、

平
成
29
年
は
３
１
１
提
案
の
う
ち
、
都
道
府
県
を
上

回
る
１
９
８
提
案
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
提
案
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
市
区
町
村
は
ま
だ
２
２
３
団
体

で
、
全
国
の
わ
ず
か
12
・
８
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

は
大
変
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、
地
方
分
権

改
革
に
関
す
る
地
方
側
の
姿
勢
を
問
わ
れ
る
事
態
で

も
あ
る
。
提
案
市
区
町
村
は
西
高
東
低
の
傾
向
が
あ

り
、
当
地
方
分
権
改
革
推
進
室
と
し
て
も
、
現
場
の

最
先
端
の
行
政
課
題
を
よ
り
幅
広
く
把
握
し
た
い
問

題
意
識
が
あ
る
。（
資
料
４
参
照
）

　

平
成
30
年
の
提
案
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
の
提
案
募
集
は
、
２
月
か
ら
事
前
相
談

の
受
付
中
で
あ
る
。
提
案
自
体
の
締
切
は
６
月
５
日

だ
が
、
電
話
一
本
で
も
早
め
に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ

と
が
、
説
得
力
の
あ
る
提
案
に
つ
な
が
る
。

　

当
室
で
は
従
来
か
ら
随
時
の
相
談
受
付
を
行
っ
て

い
る
が
、
平
成
30
年
は
、
新
た
に
「
分
権
提
案
支
援

ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
３

－

３
５
８
１

－

２
４
８
４
）
を
開

設
し
た
。
提
案
募
集
の
基
本
的
な
事
項
か
ら
、
提
案

に
な
る
か
ど
う
か
の
ザ
ク
っ
と
し
た
問
い
合
わ
せ
、

研
修
講
師
派
遣
の
お
求
め
等
に
も
対
応
し
て
い
る
の

で
、
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

是
非
、
各
市
長
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ

て
、
庁
内
に
分
権
改
革
へ
の
意
識
を
浸
透
し
、
積
極

的
に
提
案
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

お
わ
り
に

　

平
成
30
年
は
、
地
方
分
権
改
革
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
平
成
５
年
の
衆
参
両
院
の
決
議
か
ら
25

年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
。
地
方
分
権
の
目
標

で
あ
る
「
国
民
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
」
に
国

と
地
方
で
邁
進
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

視
点

資料３　全国の自治体からの提案の政策課題の特徴（平成29年）

資料４　提案をした市町村は地域的に温度差がみられる



平成30年5月号


